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みなさんは、瓶車の中や街で手を動かして互いに話し合っている風景を見たことかあると思いま

す。 これが手i活で､す。

手話は、聴力障害のあるろうあ者のために、最近は、テレビでも番組によっては篭場しています。

この手話のボランティアをめざして7月5日から中央公民館で手話講座か開かれています。

講師は、県手話奉仕貝の伊藤実さんとろうあ者の小野佑一さん、小森あや子さん、 そして伊僑正

美さんの4人。受舗生は、ほとんど女子で主婦やI笥校生なと．60名で、今年の12月20日まで171p1に分

けて手話の勉強をすることになっています。 「今は、わかりやすく指導を受けていますが、いざろ

うあ者の方と合ったら手話かて､きるかしら……心配」 と主婦Aさん。
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高萩市市民憲章

一人口の動き

7月1日現在

人 口 31 ， 872

男 15 ，603

女 16， 269

世 帯 8，907

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましさ

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1 151 . 1 152です。
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「
あ
な
た
は
高
萩
市
に
住
ん
で
住
み

よ
い
ま
ち
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問

い
に
対
し
て
全
体
で
見
る
と
「
住
み
よ

い
」
が
二
四
％
、
「
や
や
住
み
よ
い
」

か
一
六
・
八
％
、
「
ふ
つ
う
」
か
四
一

・
四
％
と
八
二
・
二
％
の
方
が
一
応
満

足
し
て
い
る
こ
と
か
う
か
か
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
問
い
の
特
徴
と
し
て
年
代

別
に
見
る
と
六
○
代
の
方
が
九
五
・
九

％
、
七
○
代
の
方
が
九
三
・
六
％
と
い

う
高
率
で
一
応
満
足
し
て
い
る
こ
と
か

わ
か
り
ま
す
。

「
や
や
住
み
に
く
い
」
「
住
み
に
く

い
」
と
答
え
た
人
の
理
由
を
地
区
別
に

見
る
と
肥
前
町
・
東
本
町
・
高
浜
町
・

有
明
町
地
区
の
方
は
「
生
活
環
境
が
悪

五
十
四
年
七
月

日
か
ら
七
月
三
十
一

日
に
か
け
て
調
査
を
お
願
い
し
、
集
一

計
を
し
て
い
た
「
市
民
意
識
調
査
Ｌ
が
一

こ
の
ほ
ど
、
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
回
一

答
を
参
考
に
し
て
生
活
環
境
整
備
の
目
一

標
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
一

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

な
お
、
こ
の
調
査
は

十
歳
以
上
の
一

市
民
を
対
象
に
十
人
に
ひ
と
り
の
割
合
一

で
選
挙
人
名
簿
よ
り
無
作
為
抽
出
し
ま
一

し
た
。
そ
の
結
果
、
’

千

百
一
一
干
六
一

人
中
、
九
百
五
十
六
人
（
有
効
七
百
七
一

十
四
人
）
、
有
効
回
答
率

干
四
・
六
一

％
の
回
答
が
え
ら
れ
ま
し
た
。
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高
萩
市
の
住
み
心
地

腿
・
２
％
が
満
足

い
」
三
○
・
三
％
、
「
，
物
価
が
高
い
」

二
七
・
二
％
、
本
町
、
大
和
町
、
春
日

町
の
方
も
「
生
活
環
境
が
悪
い
」
五
○

－－－－II－
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一 匡一

市民意識調査（市政アンケート) ｣

の内容

○調査期間昭和54年7月1日～7月31日

○調査対象市内全域で20歳以上の方で無作 |

為抽出による2,236名

○回収票956票（うち有効774票）

有効回収率34.6％

アンケートに答えてくれた方

○性別男性 376人（48.6％）

女性 398人（51.4％）

○年齢20代…159人(20.5%)

30代…204人(26.4%)

40代…150人(194%)

50代…141人(18.2%)

60代…73人（ 9.4％）

70歳以上…47人（ 61％）

○職業農林業･ ･ ･45人 （ 5.8％）

自営業…81人 （10.5％）

会祉員勤め人…333人(430%） ｜
主婦…196人 （253％）

無職・ ・ 83人 (107%)

その他･ ･ ･36人 （ 47％）
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まとまる

％
、
「
物
価
が
高
い
」
三
三
・
四
％

と
、
物
価
、
生
活
環
境
の
点
が
高
率
を

示
し
て
い
ま
す
が
、
下
君
田
、
上
君
田

横
川
、
若
栗
、
中
戸
川
、
大
能
地
区
の

方
は
「
通
勤
・
通
学
が
不
便
」
八
三
・

三
％
、
「
買
い
物
に
不
便
」
一
六
・
七

％
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
的
に
問
題
点

の
相
違
か
み
ら
れ
ま
す
。

「
現
在
住
ん
で
い
る
町
内
や
地
域
で

の
活
動
（
清
掃
活
動
、
公
民
館
活
動
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
）
に
ど
の
程
度
参
加

し
て
い
ま
す
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て

全
体
で
見
る
と
「
積
極
的
に
参
加
し
て

い
る
」
一
○
・
七
％
、
「
都
合
の
つ
く

限
り
参
加
し
て
い
る
」
四
六
・
四
％
と

な
っ
て
お
り
五
七
・
一
％
の
方
が
自
主

的
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
地
区

別
で
は
下
君
田
、
上
君
田
、
横
川
、
若

地
域
活
動

〃
・
１
％
が
自
主
的
参
加

口
’

栗
・
中
戸
川
・
大
能
地
区
の
積
極
的
参

加
七
七
・
八
％
、
年
代
別
で
は
四
十
代

の
方
の
積
極
的
参
加
六
八
・
七
％
が
目

立
ち
ま
し
た
。
反
面
、
本
町
、
大
和
町

春
日
町
の
方
や
二
○
代
の
方
の
消
極
性

が
目
立
っ
た
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
で

１
１
）
卜
金
、
ヘ
ノ
。

‐
あ
な
た
の
生
活
環
境
に
ど
の
程
度

満
足
し
て
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
対
し

て
「
満
足
」
三
・
四
％
、
「
や
や
満
足
」

一
八
・
五
％
、
「
ふ
つ
う
」
四
八
・
二

％
と
一
応
満
足
し
て
い
る
人
は
七
○
・

一
％
を
占
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
項
目
別
に
み
る
と
、
交
通

の
危
険
を
感
じ
て
い
る
人
は
九
二
・
五

％
、
災
害
時
で
の
身
の
危
険
性
を
感
じ

て
い
る
人
六
五
・
六
％
、
騏
音
や
振
動

な
ど
を
惑
じ
て
い
る
人
六
五
・
六
％
、

）

生
活
環
境
は

「
ふ
つ
う
」
が
約
半
数

○地域

肥前町、束本町、高浜町、有明町…
人（22.5％） ・本町、大和町、春日町

人(11.8%) 安良川､石滝…134人
％） ・島名､秋山､高萩､福平･…・ ・ 193ノ

| %) ･下手綱、上手綱、高戸、赤浜…
人(20.0%) ･下君田、上君田､横川、

中戸川、大能．．…･27人（ 35％）
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あなたは高萩市に住んで

住みよいまちと思いますか？
空
気
の
汚
れ
を
感
じ
て
い
る
人
六
四
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
医
療
・
道
路
・
下
水
道
一

の
整
備
に
重
点
を
一

「
あ
な
た
は
、
市
の
施
策
や
行
事
、

お
知
ら
せ
な
ど
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

知
り
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て

は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
（
八
五
％
）
が
市

報
、
週
報
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

「
市
の
施
策
の
中
で
と
く
に
力
を
入

れ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
、
ど
れ
で
す

か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、
医
療
施

設
の
整
備
五
五
・
四
％
、
下
水
道
の
整

備
四
七
・
三
％
、
道
路
の
整
備
二
九
・

七
％
の
順
に
希
望
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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｢やや住みにくい」 「住みにくい」と
答えた人の理由は？

溌溌謡謡溌溌難鴬
溌鶚鶚溌溌溌諜豊

Ｊ
一
要
望
多
い

木
亘
一
教
育
・
文
化
．
ス
ポ
ー
ッ
ー

調
施
設
の
充
実
一

鯛
潅
韮
詫
軸
蔑
詐
践
洪
砧
』

「
高
萩
市
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

瓶
黙
矧
慨
し
轆
臨
峨
一
鯉

Ｆ
１
ｌ
シ
の
盛
ん
な
都
市
、
工
業
の
盛
ん
な

都
市
、
商
業
の
盛
ん
な
都
市
と
な
っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
市
政
に
対
す
る
意
見
、
要
望

で
件
数
の
多
か
っ
た
も
の
を
紹
介
し
ま

す
。
教
育
予
算
の
増
大
を
望
む
（
同
十
二

件
）
、
市
立
図
書
館
の
設
立
（
同
九
件
）

街
灯
の
設
置
（
同
十
二
件
）
、
道
路
の

生活環境が悪（ 28.3％

通勤･通学が不便 16．7％

１
１

I住宅事情が悪 3.49f

買いものに不便 12．3%

’ ’物価が高’ 20.3％

u6%11．6％そ の他

？ ）

拡
張
、
整
備
（
同
四
二
件
）
、
下
水
道

の
整
備
（
同
五
六
件
）
、
市
民
病
院
の

建
設
（
同
二
九
件
）
、
市
営
住
宅
の
増

○高萩市はこれからと．のようなまちに

発展したらよいと思いますか？

|■'"；と くに理由なL

2･1%-I「-その他1.7%
I｣

観光都市

あなたは地域活動に

どの程度参加していますか？

／教育・文化 I

スポーツの盛んな

都市 18．5％

匡ヨ
積極的に参加してい
る

都合のつく限り参加

している |
置設46.4％ ｜

’

自然環境をいかした

住宅都市
恥
一
琴 工業

（
同
十
二
件
）
、
市
営
プ
ー
ル
の
設

（
同
十
九
件
）
な
ど
で
す
。

誘われた時は参加し

ている || 』:和 50.6％

' '4'篭 ｜

| [a5%1

4．29片

16，8％

あまり参加しない

（

’
参加しない

－

－農林業の盛んな都市
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一部機構改革による

市役所の人事異動

7月の異動は、一部機構改革によって行われたもの

で、新らしく公共下水道事業を進めるため下水道課が

新設され、企画と開発が統合になり企画開発課となり

ました。係長以 '三の異動は次のとおりです。

○7月1日付の異動

〔部長〕▽市長公室参事企画開発担当＝佐1 1 1好和（民

生部長）▽民生部長＝石田冨吉（建設部長）▽経済部

長＝佐川忠義（市長公室付参事）▽建設部長＝小池正

人（経済部長）

〔課長〕▽民生部副参事兼福祉事務所援護係長＝棚谷

寿夫（市長公室開発課長）▽建設部下水道課長兼業務

係長＝大高智衛(建設部都市計画課長兼庶務計画係長）

▽建設部都市計画課握兼施設係長＝林泰治（縫済部農

林課技佐）▽敬育委員会社会教育課長兼中央公民館長

＝勝問田浩

〔課長補佐〕▽市長公室職員課長補佐兼職員係長＝渡

一辺俊也（総務部税務課長補佐兼固定資産税係長）▽総
務部税務課長榊j佐兼|酎定資産税係長＝松本弘文（民生

部保険年金課長補佐兼国民年金係長兼医療福祉係長）

▽民生部保険年金課長補佐兼医療福祉係長＝小野昭

（民生部福祉事務所長補佐兼庶務係長）▽経済部農林

課技佐＝神代芙男（住宅公社技佐）▽建設部都市計画

課長補佐兼庶務計画係長＝今橋昌雄（市長公室市民活

動課長補佐兼市民旙動係長）▽建設部建設課技佐兼建

築係長＝武藤守男（建設部都市計画課技佐兼工務係長

〔係長〕▽民生部柵祉事務所庶務係長＝鈴木竹徳（会

計課用度係長）▽住宅公社業務係長＝渡辺真（建設

部建設課建築係長）▽民生部福祉事務所社会係長＝菊

地治郎（民生部衛生課環境衛生係長）▽民生部保険年

金課国民年金係挺＝大高五郎（経済部l淵工課商工係長

兼観光係長）▽氏生部衛生課公害係長＝鈴木大尹（民

生部福祉事務所援‘蟻係長）▽経済部簡工課商工係長兼

観光係長＝棚谷稔（市長公室秘書課主幹）

〔昇格〕▽多賀地ﾉj-農業共済事務組合事務局長＝神代

建（ |司副参事）▽氏生部衛生課長補佐雑環境衛生係長

ーー黒沢良渭（同公害係長）▽水道課踵補佐兼企業出納
員＝沼田有功（同企業出納員）

○6月1日付異動

▽建設部下水道課州l1参事＝菅谷隆（県土木部下水道

課係長）

国
民
健
康
保
険
税
条
例
か
一
部
改
正
び
し
い
た
め
表
Ａ
の
と
お
り
税
率
の
改

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
改
正
は
、
地
方
正
を
い
た
し
ま
し
た
。

税
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い
、
国
民
◎
課
税
限
度
額
が
二
十
四
万
円
（
改
正

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
前
二
十
二
万
円
）
に
引
き
上
げ
に
な
り

条
例
が
、
さ
る
八
月
一
日
の
臨
時
市
議
ま
し
た
。
国
保
税
の
年
間
算
出
税
額
の

会
で
議
決
さ
れ
、
今
年
度
の
国
保
税
か
合
計
が
二
十
四
万
円
を
超
え
る
と
き
は

ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
年
税
額
は
二
十
四
万
円
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
あ
ん
分
率
（
税
率
）
、
◎
軽
減
対
象
世
帯
の
基
準
と
な
る
加
算

課
税
限
度
額
な
ど
の
加
算
額
の
引
き
上
額
は
十
七
万
円
（
改
正
前
十
六
万
五
千

げ
を
内
容
と
す
る
も
の
で
す
。
円
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
あ
ん
分
率
（
税
率
）
の
改
正
に
つ
い
減
額
さ
れ
る
世
帯
は
、
前
年
の
総
所

て
は
、
で
き
る
だ
け
税
率
の
引
き
上
げ
得
金
額
に
よ
り
、
均
等
割
額
と
平
等
割

を
し
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、
医
額
か
六
割
減
額
対
象
世
帯
と
４
割
減
額

療
費
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
現
行
あ
ん
対
象
世
帯
と
な
り
、
表
Ｂ
の
と
お
り
軽

分
率
で
は
国
保
事
業
の
財
政
運
営
が
き
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

一
二
一
一
一
口
叩
二
二
一
宕
■
一
三
画
戸
》
■
』
画
二
二
一
■
二
一
二
二
一
一
■
《
一
二
二
や
同
上
一
・
二
』
』
■
鼻
』
二
・
宮
■
二
二
二
一
声
》
■
凸
ニ
ニ
一
律
》
■
邑
画
画
一
戸
一
■
二
一
三
画
口
■
二
一
一
二
一
叩
《
一
画
一
一
画
■
二
一
】
画
》
■
凸
』
字
画
』
・
■
』
画
壺
二
四
Ｂ
二
二
】
画
守
■
二
三
二
一
■
■
一
一
一
戸
】

国
保
税
が
一
部
改
正
に

減
額
さ
れ
る
税
額
は
表
Ａ
の
と
お
り
。

◎
国
保
税
は
、
い
わ
ゆ
る
相
互
扶
助
の

建
前
か
ら
、
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
全

員
か
ら
所
得
や
資
産
に
応
じ
て
国
保
事

業
に
要
す
る
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
税
金
で
す
。

54年度 ｜ ‘5年度陞 分

所得割額
8．0

100

50．0

10(）

5,000円

50．0

10(）

5,000円

7．9

100

47．1

10(）

4,270円

産割誠

等割額
人につき）

L､［

雌1
ザ

イ T
I L

平 等割額
（ 1世帯につき）

7,500円6,690円
’

本
年
度
の
国
保
連
営
に
要
す
る
費
用

の
総
額
は
図
Ａ
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
十

億
一
千
七
百
九
十
五
万
一
千
円
を
必
要

と
し
、
そ
の
↑
７
ち
の
二
八
・
三
％
に
あ

た
る
二
億
八
千
八
百
十
万
三
千
円
を
国

保
税
と
し
て
み
な
さ
ん
か
ら
負
扣
し
て

胃
貝
扣
し
学ｌ

ｊ
ｊ

Ａ
Ｂ

表
表

ｊ
ｌ

ｌ
ｉ

(図A) 55年度予算の歳入・歳出のうちわけ

987千円3．9％

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

支
出
に
つ
い
て
は
年
々
医
療
給
付
費

な
ど
が
増
高
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
本

年
度
は
歳
出
総
額
の
約
九
五
・
三
％
に

あ
た
る
九
億
六
千
九
百
九
十
一
万
二
千

円
を
保
険
給
付
費
と
し
て
見
込
ん
で
あ

り
ま
す
。

8,052千円

1 ．8％

繰入金721261千円7． 1％
(4)

減額区分

6割減額世帯

4割減額世帯

蝋'丸蟷1 1 §5年度
割＋A1 笙畠

←一J 1丁

半 等 割

均 等 割

割工IZ 雲
l T丁

1,710円

2,680円
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第8回高萩市長杯争奪軟式野球大会組み合せ
夏
休
み
に
入
り
子
ど
も
達
の
行
事
や
の
か
検
討
を
重
ね
な
が
ら
も
理
解
に
苦
私
も
父
親
と
し
て
、
我
が
子
の
行
動
ど
も
た
ち
に
は
、
親
身
に
な
っ
て
彼
等

旅
行
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
心
し
み
、
私
た
ち
青
少
年
相
談
貝
と
し
て
に
は
驚
い
た
り
、
苦
し
ん
だ
り
し
ま
し
の
気
持
や
考
え
を
聞
き
、
時
に
は
、
若

身
共
に
気
の
ゆ
る
む
時
で
も
あ
り
ま
す
。
も
本
当
に
頭
の
痛
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
た
が
、
今
し
づ
か
に
ふ
り
返
っ
て
み
る
人
の
夢
を
語
り
な
が
ら
正
し
く
方
向
づ

ま
￥
つ
事
故
の
な
い
こ
と
を
念
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
非
行
化
防
止
解
決
の
た
め
と
父
親
と
の
対
話
‐
Ｉ
心
の
ふ
れ
あ
い
の
け
を
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
に
対
す
る
問
題
は
、
冑
》
市
胄
少
年
相
談
員
そ
れ
に
は
、
ま
づ
私
た
ち
大
人
が
も

懲
相
割
溌
搾
獺
鮭
畿
匪
慰
一
夏
休
み
に
思
う
連
絡
協
議
会
副
会
長

っ
と
勇
気
を
も
っ
て
根
気
よ
く
子
ど
も

た
ち
に
接
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
連
絡
を

樫
村
幸
一
と
り
あ
い
な
が
ら
健
全
育
成
に
努
力
し

て
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

毎
日
の
よ
う
に
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
に
は
、
青
少
年
自
身
の
自
覚
と
努
力
に
大
切
さ
を
し
み
じ
み
知
り
ま
し
た
。
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
て
い
る
青
少
年
の
非
行
の
数
々
も
、
期
待
す
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
大
人
が
私
た
ち
相
談
貝
は
、
青
少
年
の
非
行
最
後
に
、
子
ど
も
や
青
少
年
が
何
事

年
々
平
均
的
な
家
庭
に
増
加
し
て
お
り
、
目
か
ら
の
姿
勢
を
た
だ
し
て
い
か
な
け
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
最
大
の
目
も
な
く
こ
の
夏
を
無
事
に
過
ご
さ
れ
る

そ
の
原
因
、
元
凶
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
的
で
あ
り
、
非
行
の
お
そ
れ
の
あ
る
子
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

一一

9月7日～10月12日まで
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開会式 9月7日午前8時市営野球場

O球場A～市営野球場B～高浜A連動広場C～高浜B運動広場

D～大心苑E～高萩工高F～高萩中 G～秋山中

※○印はシードチームで、 14A①は、 14日、市営野球場第1試合という ル
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一

ん

蕊
欝

築
年

建
帥
■

の来古

根

少

点

蝋

騨

弥

顎

醗

球

聡

ｈ

ど

、

神

社

建

築

の

技

能

を

修

得

し

て

い
る
。
自
ら
考
案
し
た
定
規
に
よ
っ

て
荘
厳
な
作
品
を
創
造
し
、
古
来
の

伝
統
を
守
り
ぬ
い
て
い
る
。
さ
る
六

月
に
は
、
市
営
相
撲
場
の
設
計
指
導

も
し
て
い
る
。
六
十
歳
で
普
通
自
動

車
免
許
の
資
格
も
取
っ
て
い
る
。

「
一
緒
に
建
築
し
な
が
ら
後
継
者

の
指
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
神
社
な

ど
は
、
一
見
芸
術
的
な
建
物
で
す
か

ら
ね
。
古
来
の
文
化
財
は
、
ぜ
ひ
、

保
存
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。
古

い
ほ
ど
い
い
も
ん
で
す
よ
ど
と三

一
豆
”

緬
蝋
儒
慧
雲
雲
言
薑
雲
雲
簿
潔
鱗
慧
震
雲
違
ゞ
＄
昌
言
ヨ
ミ
霞
鼠
電
職
鶴
鍵
鶴
電
翰
蕊

「
材
木
の
運
搬
は
、
無
理
で
す
ね
。

で
も
、
現
職
で
い
る
こ
と
は
な
に
よ

り
で
す
ね
。
食
事
は
何
ん
で
も
食
べ

ま
す
よ
。
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら
体

に
い
い
ん
で
し
ょ
う
ね
〕
と
、
根
本

伊
三
郎
さ
ん
。

根
本
さ
ん
は
、
現
在
七
十
四
歳
で

建
築
大
工
指
導
員
で
あ
る
。
十
四
歳

の
時
か
ら
大
工
職
に
入
り
、
そ
の
間

十
数
社
の
神
社
建
築
を
手
が
け
る
な

地

AJ

＃

識
雲茎

菫

幸

莞
身電

一皿

公民館で学ぶ

鍾灘蕊蕊蕊ーY
I
l

｛；
の

ー

綴蕊蕊瀞Ｊ
騨

一

伊

〈

一

７

ハ

」

〉

下
~r
,、

〃
、
、

､‘

「
今
日
の
唄
は
、
〃
秩
父
音
頭
〃
で

す
。
〃
沢
内
甚
句
〃
は
終
り
ま
し
た
け

ど
ね
ご
と
、
宇
佐
美
一
夫
さ
ん
。

宇
佐
美
さ
ん
は
、
高
齢
者
民
謡
ク
ラ

ブ
の
代
表
者
で
あ
る
。

こ
の
民
謡
ク
ラ
ブ
は
、
老
人
学
級
、

老
人
大
学
、
大
学
院
生
の
一
、
二
年
生

が
一
緒
に
な
っ
て
結
成
。
今
年
で
六
年

目
に
な
る
。
当
時
は
、
十
二
名
だ
っ
た

が
、
現
在
は
、
四
十
七
名
。
男
十
四
、

女
三
十
三
名
で
あ
る
。

「
唄
の
コ
ブ
シ
な
ど
基
本
も
必
要
で

す
が
、
わ
し
ら
は
、
み
ん
な
で
楽
し
く

大
声
は
健
康
に
い
い

高
齢
者
民
謡
ク
ラ
ブ

唄
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
か
『
１
１
！
＃

ら
け
つ
こ
う
楽
し
い
で
す
よ
己
と
、
宇
一
塞
鐸

佐
美
さ
ん
。
一
央
を

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
第
二
と
第
四
一
坪
↓

球
暉
軒
罰
詞
血
時
」
塒
諦
櫓
郡
柾
崇
澤
一
ゞ
諏
一

よ
マ

川
信
一
さ
ん
の
二
人
。

ル
め
サ

「
七
月
二
十
三
日
に
は
、
い
こ
い
の
一
深
に

蓉
壺
髭
礒
辛
云
謹
操
洲
套
軋
娃
辛
帽
一
一
一
嚥
弄
峠
》

の
家
は
広
い
か
ら
い
い
で
す
よ
凶
と
、
マ
封
皇

サ
の
子

大
部
薫
由
さ
ん
。

子
子
と

「
今
年
は
、
〃
相
馬
土
搗
唄
〃
と
、
親
親
親

〃
津
軽
山
唄
〃
〃
相
馬
盆
唄
″
〃
刈
干
一
《
副

切
唄
〃
を
唄
う
予
定
で
す
。
大
声
を
出
一
し
体

‐
。
一
親
夏

す
こ
と
は
、
健
康
に
い
い
ん
で
す
よ
」
一
に
、

と
、
樽
井
利
治
さ
ん
は
健
康
談
を
一
言
。
一
然
は
。

《
自
で
す

唾
。
唾
。
区
画
医
．
匡
．
塵
。
唾
刀
匡
雪
璽
コ
医
．
唾
画
匡
璽
厘
言
ご
璽
匡
．
重
璽
匡
．
塵
．
産
．
匡
刀
匡
刀
唾
．
匡
．
匡
刀
匡
。
匡
重
瞳
．
唾
．
匡
。
匡
奉
匡
璽
二
館
ま

「
今
日
の
七
宝
焼
は
、
オ
パ
ー
ル
、

カ
ー
ネ
ッ
ト
、
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
、
指
輪

を
焼
い
て
い
ま
す
唖
と
、
広
木
範
子
さ

ん
。

広
木
さ
ん
は
、
七
宝
焼
カ
ト
レ
ヤ
ク

ラ
ブ
の
代
表
者
で
あ
る
。

カ
ト
レ
ヤ
ク
ラ
ブ
は
、
三
年
前
か
ら

七
宝
焼
講
座
が
で
き
て
続
け
て
き
た
が
、

今
年
の
四
月
か
ら
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足

現
在
は
、
会
員
が
十
八
名
で
、
主
婦
が

中
心
。
平
均
年
齢
は
三
十
七
歳
。

「
ま
ず
デ
ッ
サ
ン
か
ら
始
め
る
ん
で

す
。
先
生
か
用
意
し
て
く
れ
た
り
、
自

分
で
好
み
の
絵
を
描
い
た
り
し
て
・
・
・
…

指
輪
な
ど
手
作
り
で

カ
ト
レ
ヤ
ク
ラ
ブ

ー

銀
箔
を
使
っ
て
そ
の
上
に
釉
薬
（
ゆ
う

や
く
）
を
の
せ
て
焼
く
ん
で
す
け
ど
、

色
の
の
せ
か
た
で
変
わ
っ
て
く
る
ん
で

す
よ
。
濃
い
色
、
淡
い
色
な
ど
…
…
。

焼
く
物
に
よ
っ
て
も
ち
か
い
ま
す
け
ど

ね
ば
と
蛭
田
晶
子
さ
ん
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
第
二
と
第
四

の
木
曜
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
正
午

ま
で
。
指
導
者
は
長
谷
川
利
典
さ
ん
。

七
宝
焼
は
、
電
気
釜
七
～
八
百
度
の

温
度
で
焼
き
、
一
分
二
十
秒
で
焼
け
る
。

道
具
は
、
竹
ベ
ラ
、
竹
グ
シ
な
ど
。

「
普
通
の
色
は
二
十
色
ぐ
ら
い
。
色

が
混
ざ
ら
な
い
ユ
ウ
セ
ン
七
宝
や
、
色

が
混
ざ
る
マ
ー
ブ
ル
七
宝
か
中
心
で
す

け
ど
・
：
…
。
少
し
大
き
な
物
も
作
っ
て

み
た
い
わ
。
｜
と
小
田
堯
子
さ
ん
。

○と き ： 8月25日（月）、26日（火）1泊2日 （雨天中止）

○ところ：下君田公民館

○対象者：親と子ども （小学生） 30組

○内容：ニジマスつかみ取り大会、飯合炊はん、 キャン

プファイヤー、 レクリェーンョン

○参加費： 2，200円（親1，200円、子ども1，000円）

○申し込み期間： 8月15日から8月20日まで

○くわしし、ことは、高萩市中央公民館(電③1125)へお問い

合わせください。

(6)
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自
転
車
を

点
検
奉
仕

茨
城
県
自
転
車
（
商
協
）
高
萩
支
部

で
は
、
夏
休
み
を
前
に
小
・
中
学
生
の

川
転
車
安
全
点
検
奉
仕
を
し
ま
し
た
。

点
検
し
た
の
は
約
一
千
台
で
、
全
体

の
半
数
は
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
不
良
が
あ

り
ま
し
た
。
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
父

兄
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

…

i蕊鍾蕊瞳騨蕊認《

蕊
蟻
篭
燃
驚
籔
罐
蕊
塞
蕊
鴬
蕊
鍵
蕊

鍵

；
驚

：
灘

§
蕊
蕊

i

I

）

イ
シ
モ
チ
釣
大
会
に
肥
名

さ
る
７
月
別
日
午
後
４
時
か
ら
９
時

ま
で
、
高
萩
海
岸
で
イ
シ
モ
チ
釣
り
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は

兜
名
で
、
昨
年
よ
り
多
く
大
会
を
盛
り

あ
げ
ま
し
た
。
結
果
は
、
大
人
の
部
一

位
根
本
正
寿
さ
ん
。
子
ど
も
の
部
一
位

根
本
正
美
君
で
し
た
。

鴬蕊溌
殺
蝉

旧串隙

…蕊
灘u
蟻鴬！

!

磯

とさ： 10月'2日(壷_開演午前''時30分｜
ところ：呂秋市文化会館

入場料;S2,800円、A2,300円

B2,000円

立見席1 ．000円

前売開始:9月1日（月）から

前売券発売所＝田所＝店､仲屋＝店､ナオイ、
文化会館

あなたも受講して

みませんか／

芸術文化講座を次により開講します。

受講は無料ですのでふるってご参加くださ
い。

○s月17日（日）午後2時から

▽題目：岡苣天心をかこむ人々

▽壼師：甲高武雄氏（郷土史研究家）

▽募集講座生： 80名

○8月24日（日）午後2時から

▽題目：芭蕉の旅

▽講師：金沢直人氏（茨大教授）
▽募集講座生： 80名

○9月6日（土）午後2時からと、 9月7

曰（日）午前10時からの2回

▽題目：絵画制作の手弓き＝〈鑑賞と実

技＞＝

▽講師：西田亨氏（茨大教授）

I ▽募集講座生：30名

’○会場:高萩市文化会館

’○問い合わせ先は、市教育委員会（電③
1131）または、市文化会館（電③7411）へ
どうぞ、

誤

知
人
が
海
岸
清
掃

さ
る
７
月
別
日
、
夏
休
み
を
前
に
海

岸
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
７
時

鋤
分
か
ら
花
貰
川
河
口
よ
り
高
戸
（
ビ
ー

チ
ガ
ー
デ
ン
）
ま
で
の
海
岸
を
各
種
団
体

な
ど
約
３
０
０
名
が
参
川
し
て
、
海
岸

に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
川
収
し
ま
し

た
。

）

児
童
体
育
館
が
完
成
．

こ
の
ほ
ど
、
上
手
綱
川
側
に
児
童
体

育
館
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
児
童
体

育
館
は
、
工
業
再
配
置
促
進
費
補
助
事

業
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
て
す
。

利
用
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、

新
日
本
鍛
工
㈱
高
萩
工
場
（
電
③
５
３

１
１
内
線
狸
ｌ
総
務
課
）
へ
ど
う
ぞ
。

△－△－△ △

※文化会館は､ S月‘

す。

と1 ｜

ま ’

とユ

1日、

一

5日休館L

音楽祭に

参加しよう
第う回の高萩市民音楽祭を開きます｡今｜
年は、実行委員会（委三長佐藤定昭）を結
成し、広く市民のみなさんから参加者を蟇

集することになりました。ふるってご参加
＜ださい。

○とき： 11月3日（文化の日）午後1時か

ら4時まで

○ところ息高萩市文化会館
○参加できる条件

▽市内に居住、まだは勤務している万・

▽グルプ・個人は問わない。

▽学桟関係（中・高校生）の参加は学校
長の許可を必要とする。

▽曲目は自由とする。

○申し込み締め切りは、 9月20日（土）

○希望する万は、市教育委員会社会教育課

（電③1131）へお申し込みください。
○選考は9月下旬の企画委員会で行われま

す。

ノ、イスク ﾉレセミナー

イ云統ある郷土を理解するために、ハイスクールセミナーに参加しません力

○セミナーの日とﾞ I）

※集合場所は、いずれも中央公民館

‘学習テ マ 内 容

ふるさとク)味 うどん､ そぱ打ち、試食会

,路叙の自然と他物チャレンジﾏｳﾝﾃｨﾝグ､(土岳）佗貫夕､ム周辺の杣物

日どり

9月21 1 1

10月121 1

11月2L1

12月7 ［」

I

サイク ノンク“、飯合炊はんなと．， ↑｣内世跡めく‐ り

，劇稚の民話 日家をたずねて、民諦をきく （′くス利用）

1月''H |止月行事烏追い‘農村行事を知る （餅なと･を食べながら）

○対象者市内に居ｲ主する高校生か市内の高校に在学する生徒。

○会菅 1人800円（保険料も含む）

○定貝 50名（先着j'|頁とする）

○申し込み期間 9月8日から13日まで、

○申し込み方法市中央公民館に直接会費を添えて申し込みくだきい。
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産業祭に出品物をどうぞ

第2回高萩市産業祭
今年で､2回目を迎えるこの高萩産業祭は、

市内で生産される食料品、 日用雑貨および工

芸品などを一堂に集めて展示即売し、広く市

民のみなさんに市産品を紹介するとともに認

識と信頼を高め、愛用を1足進することをねら

いとして行われるものです。

○開催の日ど｜）

11月23日 （日）午前10時から

11月24日 （月）午後4時まで、

○会場 高萩市民体育館

○出品物

【商工業部門展示即売】

▽市内に事業所を有する製造販売業者とし、

出品物は、市内で･生産される商品一般とし

ます。

▽出品を希望する方は、出品申し込み害を

9月30日までに市役所経済部商工課（電③
2111内線259）または、商工会（電②2501）

へ提出してください。

【農業部門】

‐▽農産物共進会
農産物の搬入 11月22日正午まで

審査は 22日午後1時から

展 示23日 （日）

即 売24日 （月）午後1時

農産物共進会のくわしいことは、生産組

合長なと÷を通じて連絡することになってい

ます。

蕊

花
火
の
火
花
が
子
供
の
ゆ
か
た
に
燃
え

花
火
は
、
子
供
の
楽
し
い
遊
び
で
す
昨
年
は
、
中
国
製
の
お
も
ち
ゃ
の
花
移
り
。
…
：
．
…
ハ
ケ
ッ
一
杯
の
水
を
用
意

が
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
人
身
事
故
火
（
魔
術
弾
）
に
よ
る
人
身
事
故
が
、
し
て
い
た
ら
、
大
事
に
は
い
た
ら
な
か

を
引
き
起
こ
し
た
り
、
火
災
の
原
因
に
全
国
で
数
多
く
発
生
し
、
命
を
落
と
し
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
火
災
予
防

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
た
小
学
生
も
い
ま
し
た
。
の
点
か
ら
も
、
花
火
を
楽
し
む
と
き
は
、

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
魔
術
弾
と
い
う
花
火
は
、
筒
状
か
な
ら
ず
水
の
用
意
を
し
た
い
も
の
で

凸

・

凸

對

諄

子

命

兎

叩

Ⅱ
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謂
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鰯
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驚
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繕
司
灘
瀦
議
譲
の
十
五
連
発
打
ち
上
げ
花
火
で
、
根
一
兀
す
。
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ｈ

暗

倶
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む

ゞ
ゞ
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雷
”
識
瀞
”
＃
＃
＃
職
坤
識
讓
”
ま
火
す
る
…
…
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
お
子
さ
ん
が
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、

・

晶

竪

４

唾

愚

香

Ｉ

⑨

お

＃

Ｆ

』

６

Ｆ

括
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・

繍

蝋

鰹

溌

雲

霞

蕊

窪

舞

韓

軍
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出

８

８

口

目

田

口

巧

一

耐

麟

離

篭

蝿

蕊

翻

踊

驚

鑿

》

ろ

力

§
ｉ
篭
蝋
驚
雷
い
で
が
逆
噴
射
し
て
飛
び
出
し
、
体
に
刺
さ
と
く
に
幼
児
の
花
火
遊
び
に
は
、
安

舞
一
總
獅
癖
騨
一
二
蕊
》
郷
灘
燃
識
議
喝
詠
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
全
の
た
め
に
親
が
か
な
ら
ず
立
ち
会
う

叩

吋

、

１

Ｊ

ｒ

Ｉ

こ
の
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

盛況だった第1回の高萩市産業祭

－

1
=. ■ . ざ:,､'二､■･ 口,

識

～

、

～

ソ

サ
′

十F
ノ

イ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ー
」

と
、
長
く
美
し
い
旋
律
の
さ
え
ず
り
で

斗
抗
坪
ア
（
》
。

ミ
ソ
サ
ザ
イ
で
あ
る
。

冬
の
き
び
し
い
寒
さ
を
耐
え
て
き
た

こ
の
小
鳥
は
、
他
の
烏
に
先
が
け
て
、

岩
角
、
倒
木
や
切
株
の
上
な
ど
に
止
ま

り
、
胸
を
そ
ら
し
、
短
か
い
尾
を
上
げ
、

口
を
精
い
っ
ぱ
い
開
い
て
な
き
つ
づ
け

ラ
（
》
○

日
本
最
小
の
鳥

こ
の
小
烏
は
、
翼
長
約
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
尾
羽
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

く
ち
ば
し
の
長
さ
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

体
重
約
八
ク
ラ
ム
と
少
さ
い
。
「
キ
ク
イ

タ
ダ
キ
」
「
ヤ
ブ
サ
メ
」
と
共
に
日
本
最

小
の
烏
で
あ
る
。

全
体
に
焦
茶
色
で
、
下
面
は
や
や
淡

い
焦
茶
色
で
、
。
明
る
い
所
で
見
る
と
、

鯛秘馳z蹴錐ー

早
春
の
こ
ろ
、
溪
流

に
沿
っ
た
山
道
を
歩
く

と
、
小
さ
な
鈴
を
振
る

よ
う
な
細
々
と
し
た
声

が
聞
こ
え
て
く
る
こ
と

か
あ
る
。
「
チ
チ
、
チ

チ
、
チ
ョ
ッ
、
チ
チ
、

チ
チ
、
チ
チ
、
チ
ョ
ッ
、

チ
チ
、
チ
ョ
ロ
、
チ
チ
、

チ
チ
、
チ
ョ
ロ
、
チ
ヨ

全
体
に
、
こ
ま
か
い
縞
模
様
が
あ
る
。

目
の
上
の
眉
斑
は
、
灰
色
か
ク
リ
ー

ム
色
で
あ
り
、
こ
の
小
さ
な
、
地
味
な

ミ
ソ
サ
ザ
イ
の
唯
一
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。

山
道
や
溪
流
に
沿
っ
た
灌
木
の
茂
み

の
中
、
石
の
上
、
崖
地
な
ど
に
こ
の
ん

で
生
息
し
、
飛
翔
は
地
上
す
れ
す
れ
に

し
か
も
、
直
線
的
で
あ
る
。

ミ
ソ
サ
ザ
イ
の
様
な
地
味
で
小
さ
な

烏
も
、
市
内
の
谷
川
や
、
溪
流
沿
い
に

生
息
し
て
い
る
。
こ
の
さ
え
ず
り
は
、

八
月
中
は
聞
か
れ
る
の
で
、
溪
流
沿
い

の
山
道
な
ど
歩
く
機
会
が
あ
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
、
耳
を
す
ま
し
て
ほ
し
い
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

山
道
な
ど
で
よ
く
み
か
け
る

ミ
ソ
サ
ザ
イ
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ひ
と
昔
前
ま
で
は
「
戦
場
の
花
」
な
た
こ
ぶ
曲
線
」
で
す
。
児
な
ど
で
職
場
を
離
れ
る
女
性
が
増
え

ど
と
い
わ
れ
た
働
く
女
性
で
す
が
、
い
女
性
の
年
齢
別
労
働
力
率
（
十
五
歳
る
た
め
に
起
こ
る
も
の
で
す
。

ま
で
は
「
栩
ん
で
る
女
」
が
流
行
語
に
以
上
の
人
口
に
占
め
る
労
働
力
人
口
の
と
こ
ろ
で
、
四
十
五
～
四
十
九
歳
を

な
る
な
ど
、
仕
事
に
対
す
る
婦
人
の
意
割
合
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
頂
点
と
す
る
第
二
の
こ
ぶ
は
、
昭
和
三

識
は
も
ち
ろ
ん
、
婦
人
を
見
る
社
会
の
横
に
年
齢
、
た
て
に
労
働
力
率
を
と
十
五
年
以
降
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
る

〃
目
〃
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
っ
て
図
表
化
し
ま
す
と
、
砂
漠
の
交
通
第
一
一
次
・
第
三
次
産
業
の
発
展
と
と
も

す
。
機
関
で
あ
る
ラ
ク
ダ
の
背
の
よ
う
な
二
に
年
々
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
き
て
い
ま

そ
う
し
た
働
く
女
性
の
姿
ｌ
ラ
イ
フ
っ
の
こ
ぶ
を
持
っ
た
曲
線
を
描
き
ま
す
。
す
。
こ
れ
は
、
子
供
が
学
校
に
通
う
よ

サ
イ
ク
ル
ー
の
変
化
を
わ
た
し
た
ち
に
》
尻
が
「
ふ
た
こ
ぶ
曲
線
」
と
か
「
Ｍ
う
に
な
っ
て
、
育
児
に
さ
ほ
ど
手
か
か

教
え
て
く
れ
る
の
が
、
国
勢
調
査
の
「
ふ
字
型
曲
線
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
年
か
ら
な
く
な
っ
た
女
性
の
〃
職
場
復
帰
〃

’
’
’
’
’
’
’
’
一
三

三

一

三

一
一
一
一
一

一
一
一
三
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

三

一
一
一
一
一
一

二

一一

一一

一

一

一

三

一
一
一
一
二
一
一
一

一

三

一一

史
帳
ゞ
珪
懲
蒸
誰
緬
瀧
難
群
議

去

、．
爪
飼
く
過
和
田
し
か
し
、
重
成
は
永
禄
九
年
（
一
五
そ
う
す
る
と
、
永
禄
五
年
に
没
し
た
川

一
睡
岼
一
寺
十
志
六
六
）
の
荒
川
八
幡
宮
修
造
の
棟
札
に
「
雪
継
妙
鮎
公
尊
霊
」
は
「
春
雄
の
御
川

１

法
四

州
町
・
妙
‘
々
…
熱
…
で
瀧
擬
一
一
熊
ゞ
蓋
似
て
は
ｉ
訓
術
；
㈹

重
成
が
没
し
た
と
い
う
古
老
の
伝
え
は
十
二
歳
で
没
し
た
「
岳
雄
道
雲
公
尊
霊
」
川

砂
陸
卜
㈱
赤

誤
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
に
（
大
塚
信
濃
守
政
成
）
、
つ
ま
り
「
岳
雄
Ⅲ

関
し
、
豊
浦
中
学
校
教
頭
江
尻
光
昭
先
の
御
老
母
」
と
な
る
。
五
十
二
歳
の
政
川

そ
れ
で
は
「
春
雄
」
と
は
、
い
か
な
生
か
ら
有
力
な
御
教
示
が
あ
っ
た
。
そ
成
の
母
な
ら
、
ま
さ
に
「
御
老
母
」
で
川

る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
も
と
「
妙
よ
い
わ
け
で
あ
る
。

法
寺
過
去
帳
」
に
は
、
永
禄
五
年
五
月
お
そ
ら
く
、
「
龍
子
山
記
」
の
著
者
川

六
日
に
「
雪
継
妙
鮎
公
尊
霊
、
五
、
六
、
令
麥
奉
画
今
感
季
ア
心
奉
唾
一
つ
は
、
「
岳
雄
の
御
老
母
」
と
あ
る
の
を
川

春
雄
の
御
老
母
」
と
あ
る
だ
け
で
、
「
春
雄
の
御
老
母
」
と
読
み
違
い
、
川

春
雄
…
龍
…
ぃ
。
た
だ
寵
を
６
李
基
毒
ゞ
蕊
…
物
ｉ
ｆ
ｆ
薑
、
Ⅱ

子
山
記
」
「
常
陸
誌
料
」
な
ど
が
、
大
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
同
じ
間
Ⅲ

塚
信
濃
守
政
成
の
嫡
男
与
次
郎
重
成
が
違
い
を
「
続
群
書
類
従
Ｌ
の
編
さ
ん
者
川

永
禄
二
年
二
五
五
九
）
二
月
十
八
日
誤
り
や
す
い
「
岳
」
と
「
春
」
も
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

－
１
ｊ
ｌ
Ｂ
１
ｌ
ｊ
″
Ｏ
Ｂ
０
ｌ
″
■
■
団
１
１
Ｊ
１
６
可
ｌ
ｊ
１
０
ｑ
ｊ
■
Ｉ
Ｅ
０
１
ｊ
Ｉ
９
０
１
ｊ
ｆ
１
０
１
ｊ
ｌ
２
１
ｊ
ｌ
２
１
ｊ
０
ｌ
１
ｊ
１
ｌ
ｑ
ｊ
“
Ｉ
Ｉ
１
ｊ
ｐ
１
ｌ
‐
ｊ
ｐ
１
Ｎ
、
ｊ
１
Ｉ
‐
ｊ
Ｉ
０
１
ｊ
ｆ
１
０
ｑ
ｊ
Ｊ
田
口
Ｉ
ｊ
１
０
０
ｊ
宮
Ｉ
１
１
ｊ
Ｉ
１
－

一

－
４
０
１
唾
蓼
訳
萱
グ
に
カ
ー
』
Ｅ
一

ー

一
第
二
の
こ
ぶ
は
四
十
五
～
四
十
九
歳
か

一
頂
点
で
、
谷
底
が
二
十
五
～
三
十
四
歳

第
一
の
こ
ぶ
は
二
十
‐
‐
二
十
四
歳
、

表
し
て
い
ま
す

齢
別
に
見
た
女
性
の
就
業
状
態
を
よ
く

に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
〃
谷
底
現
象
〃
は
、
結
婚
や
育

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
現
在
わ
が
国

の
働
く
女
性
は
、
二
千
百
六
十
万
人
。

男
性
も
含
め
た
労
働
力
人
口
全
体
の
約

四
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
女
性
の
労
働

力
率
は
四
七
・
六
％
で
、
お
お
よ
そ
二

人
に
一
人
が
働
い
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。さ

て
、
今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
ど

ん
な
『
ふ
た
ご
曲
線
」
が
描
か
れ
る
で

し
よ
、
７
か
。

「
国
民
年
金
証
書
」
は

８
月
皿
日
以
後
か
な
ら
ず
提
出
を

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
お
年
寄
り

や
障
害
者
の
み
な
さ
ん
、
今
年
も
年
金

証
書
を
提
出
す
る
時
期
が
近
づ
き
ま
し

戸
」
。

八
月
十
一
日
か
ら
支
払
わ
れ
る
八
月

期
分
の
福
祉
年
金
を
受
け
ま
し
た
ら
、

「
国
民
年
金
証
書
」
を
市
役
所
保
険
年

金
課
国
民
年
金
係
へ
提
出
し
て
、
こ
れ

か
ら
先
、
一
年
間
の
支
給
の
決
定
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
提
出
が
お
く
れ
ま
す
と
、
十
一

月
十
一
日
か
ら
の
支
払
い
に
間
に
あ
わ

な
い
こ
と
か
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

夏
の
食
中
毒

家
庭
内
で
注
意
を
／
、

夏
は
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
時

期
で
す
。

次
の
点
に
注
意
し
、
み
ん
な
で
食
中

ー

毒
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
ゞ

○
台
所
は
い
つ
も
整
理
整
と
ん
し
、
清

潔
に
す
る
こ
と
。

○
化
の
う
し
て
い
る
手
で
食
品
に
触
れ

夫
抄
い
こ
‐
と
Ｏ

ｏ
魚
を
調
理
し
た
ま
な
板
は
、
す
ぐ
水

洗
い
し
、
ま
た
は
消
毒
す
る
こ
と
。

○
食
品
は
、
す
ば
や
く
調
理
し
、
調
理

後
は
す
べ
て
食
べ
る
こ
と
。

○
食
品
は
、
冷
蔵
（
５
℃
以
下
）
し
、

冷
蔵
庫
の
開
閉
は
必
要
最
少
限
に
す

る
こ
と
。

○
食
品
を
加
熱
す
る
と
き
は
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
加
熱
す
る
こ
と
。

○
食
品
の
生
食
は
な
る
べ
く
避
け
る
こ

、
シ
－
０

六
月
一
一
十
四
日
加
藤
さ
ん
が
開
い
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
美
容
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
。

○
日
本
加
工
製
紙
青
年
婦
人
部
Ⅱ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
益
金

四
六
、
五
七
七
円

○
宮
田
重
則
さ
ん
Ⅱ
秋
山

一
、
○
○
○
、
○
○
○
円

○
加
藤
達
也
さ
ん
Ⅱ
大
和
町
Ⅱ
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
美
容
益
金
七
二
、
一
二
三
円

” ． :零露”

爵よ ＆
参雲

琴 頚
趣
蝿亀"鐸

|圏

劃
(9)
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；
‐
！
明
る
い
選
挙
ｉ
‐
！
※
応
募
上
の
注
意

○
作
品
の
う
ら
右
下
に
県
名
、
学
校

一
ボ
ス
タ
ー
作
品
の

｝
名
、
学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別

募
集
一
な
ど
を
必
ず
聿
雪
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

〃

Ｊ

ｑ

４

１

Ｊ

ｈ

、

ｐ

少

ｈ

Ｊ

１

，

ｂ

ｌ

、

ｊ

ｂ

ｆ

ｏ
内
容
明
る
い
選
挙
を
お
し
す
す
め
○
応
募
作
品
は
返
し
ま
せ
ん
。

る
こ
と
を
表
わ
す
も
の
○
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側
に

○
資
格
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
属
し
、
作
品
は
自
由
に
利
用
さ
せ
て
い

二
人
一
点
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
）
た
だ
き
ま
す
。

○
締
め
切
り
日
と
、
提
出
先
九
月
十
》
！
ｑ
〉
月
川
日
か
ら
の
！
“

日
ま
で
に
高
萩
市
選
挙
管
理
委
員
会
あ
》

一
下
水
道
週
間
の
懸
賞
一

て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
・

募
集
ｉ
一

○
色
と
大
き
さ
色
彩
は
自
由
、
大
き
＄
；
！
；
！
：
！
！
！
、

さ
は
タ
テ
四
五
セ
ン
チ
メ
ト
ル
～
五
▽
作
文
の
部
題
材
「
下
水
道
に
関
す

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
ヨ
コ
三
○
セ
ン
る
こ
と
」
応
募
資
格
小
・
中
学
生
の

チ
メ
ー
ト
ル
～
四
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
み
字
数
小
学
生
は
一
六
○
○
字
以
内

と
し
、
作
品
は
タ
テ
・
ョ
．
自
由
で
す
。
中
学
生
は
二
○
○
○
字
以
内
（
四
○
○

’

’

’

’

’

一

三

三

一

三

三

三

三

三

三

一

一

三

三

三

三

三

一

一

三

三

一

一

三

三

一

三

三

三

一

一

一

三

三

三

三

一

一

一

一

三

三

一

一

一

三

三

一

三

一

一

三

三

三

一

一

三

一

一

一

一

三

三

三

一

一

三

三

三

三

一

一

三

三

一

一

一

三

三

Ｆ

山
百
合

蝉
し
ぐ
れ
を
き
き
、
｜
患
入
れ
て
汗
を
拭
く
。

Ｇ
●
●
凸

林
の
そ
こ
こ
こ
に
、
｜
本
一
一
本
と
山
百
合
が
咲
い
て
い
る
。
最
近
は
地
域
の
川

開
発
が
進
み
、
高
萩
で
も
山
百
合
が
、
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
て
来
た
。
野
や
川

山
を
歩
い
て
あ
の
強
い
香
り
が
、
何
と
も
云
え
な
い
。
山
百
合
は
頁
三
に
ふ
さ
川

わ
し
い
、
清
純
な
花
で
あ
る
。
絵
と
文
・
伊
藤
寵
馬
川

１

#

〃

字
詰
原
稿
用
紙
使
用
の
こ
と
）

▽
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
題
材
「
下

水
道
に
関
す
る
も
の
」
応
募
資
格

小
・
中
学
生
の
み
規
格
四
シ
切
画

用
紙
を
標
準
と
し
、
「
９
月
加
日
全
国
下

水
道
促
進
デ
ー
」
と
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
作
文
・
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
に

は
か
な
ら
ず
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
標
語
の
部
題
材
「
下
水
道
に
関
す

る
も
の
」
応
募
資
格
一
般
の
方
が
対

象
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
一
人
二

点
ま
で
と
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ

蚤
呈
い
。

▽
締
め
切
り
９
月
５
日
（
金
）
当
日

消
印
有
効

▽
送
り
先

小
・
中
・
一
般
と
も
送
り
先
は
、
高

萩
市
役
所
建
設
部
下
水
道
課
（
電
請
③

２
１
１
１
内
線
２
６
５
）
へ
ど
う
ぞ
。

※
応
募
作
品
は
す
べ
て
県
庁
に
送
り
ま

す
が
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

；
１
１
第
一
回

一
剣
道
錬
成
大
会
に

集
れ
／
：
一

市
内
の
剣
道
の
普
及
を
め
ざ
し
て
、
第

一
回
高
萩
市
内
剣
道
錬
成
大
会
を
開
き

ま
す
。

▽
と
き
八
月
二
十
四
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
高
萩
市
民
体
育
館

▽
主
催
高
萩
市
体
育
協
会

▽
出
場
資
格
小
学
生
・
中
学
生
・
高

校
生
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
、

ま
た
は
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る

ｊ

ひ

び

▽

出

場

種

目

団

体

戦

二

チ

ー

ム

三

人
）
小
学
生
の
部
・
高
校
生
男
子
の
部

高
校
生
女
子
の
部
個
人
戦
小
学
生
せ

の
部
（
紅
白
試
合
）
・
中
学
生
の
部
・
ら

高
校
生
男
子
の
部
・
高
校
生
女
子
の
部
御

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

の

高
萩
市
民
体
育
館
（
電
話
三
’
二
五
療

五
二
）
へ
ど
う
ぞ
。

診曜

一
在
宅
看
護
婦
の
↓
日
一
の

職
業
紹
介
と
相
談
一
明

看
護
婦
（
士
）
・
准
看
護
婦
（
士
）
・
保

健
婦
・
助
産
婦
の
方
々
を
対
象
に
職
業
紹

介
と
看
護
業
務
に
関
す
る
相
談
を
無
料

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
経
に
岨
↓
：

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
州

午
後
４
時
鋤
分
土
曜
日
午
前
９
時
～
集

午
前
Ⅱ
時
鋤
分
日
曜
・
祝
日
は
休
み
歴

申
し
込
み
は
、
履
歴
書
、
免
許
証
を
人

も
っ
て
紹
介
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
出

幸
邑
誌
で
の
申
し
込
み
や
ご
相
談
に
も
応
買

じ
て
い
ま
す
。
人

詳
し
く
は
、
茨
城
県
看
繼
婦
等
無
料
》

職
業
紹
介
所
〒
三
一
○
水
戸
市
三
の

の
九
三
丁
目
十
二
’
三
二
電
話
○
二
罐

九
二
’
二
五
’
八
五
七
二
に
お
た
ず
ね
完

伊里妻一妻ｰﾝ…~ｼｰﾝ電訟霊￥ く うLの4戒 じ 亀も十十一

； 国市篭一端諫蒋州＃鴎

； :露"悪夢職測J：e〆シ 二丁介く まの紹込時時談〈

； “”二税 晨二○看 ごで書 日 日f - "'L. I= !篭 相〈 、祝午午
《 お電水婦 談だ免日前前

I“ I鴇灘’誰那“
…～言一索＝2－雲一鼻 ね二三料 応 ・ をみ I ｜
鋤

…‘‘…‘…，…"…，…、日立市公設卸売市場の買受人・買出人の募集”､…,，
,""‘
"‘“

ミ 来たる11月開設予定の日立市公設地方卸売市場を利用する方

< の募集をします。

堂 ○買受人……現に店舗又は事業所を有し販売又は加工業に従事

奇 している者（ス ノ守一マーケ･ソト含む）で卸売業者が行う売買
；取引に一定の取引額ならびに取り｜日数で継続して参力| |で､きる者、

字取扱品目の部類青果部・水産部

冒 ○買出人．…･ ･現に飲食店営業・旅館業及び買受人以外の青采．

：水産物ﾉ｣､売業一加工業を行ってお'）市場の仲推'1業者及びI對連宰

字業者から販売を受けようとする者

令 ※応募の方法

鳶 8月11日から8月301二lまでにH立市役所･産業糀街部公設地方

ミ卸売市場で用意した所定の申請書に言L』入のうえ提出して〈た．さ

竜 い。詳しいことは、 日立二市役戸斤（電話0294⑳3111内線403,405）
皇 へお問い合わせください。

滝 川 医 院 春 日 町7日 (3)3100

白 土 医 院 有明町 (2)2697

14日
(029332)
3266

医 院 十王町友部十 丑

→

院 東本町

安良川

ユー

ー辿 花 医21日 (2)3512

穴 医 院28日 (3)2318戸

(10


